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LAS の同族体、スルホフェニル異性体の毒性について 

 

○LAS の水生生物に対する毒性はアルキル基の炭素数の大きい同族体ほど高い。 

○LAS には、スルホフェニル基の結合位置の違いによる異性体（スルホフェニル異性体）が存在す

るが、スルホフェニル異性体間の毒性の相違は、同族体間（アルキル基の炭素数の違い）による

毒性の相違に比べて小さい。 

 

１．同族体の毒性について 

LAS の水生生物に対する毒性は、既往の知見によると、アルキル基の炭素数が大きいほど毒性

が高い（毒性値が小さい）とされている。 

 

(1) 

  (2) 

参考資料２ 



 

2 
 

 

 (3) 



 

3 
 

 

２. スルホフェニル異性体の毒性について 

スルホフェニル異性体の毒性は、スルホフェニル基のつく位置がアルキル基の外側にある異性

体ほど毒性が高いとされている（４）。しかし、異性体の毒性と同族体の毒性の違いをみると、

異性体間の毒性の比は最も毒性の高い１－スルホフェニル体と５―スルホフェニル体では約 10
倍であるのに対して、LAS 同族体による毒性は C14 が C10 の約 45 倍で、スルホフェニル異性体

より 4 倍以上大きいとされている。（５） 

(4) 

 

出典） 

(1) OECD(2005)：SIDS INITIAL ASSESSMENT REPORT  Linear Alkylbenzene Sulfonate (LAS) 
(2) AISE and Cefic(2007):HERA(Human & Environmental Risk Assessment on ingredients of European household 

cleaning products)  LAS Linear Alkylbenzene Sulphonate Version 3.0. 
(3)  Maki, A.W. and W.E. Bishop (1979): Acute Toxicity Studies of Surfactants to Daphnia magna and Daphnia pulex. Archives of 

Environmental Contamination and Toxicology.8: 599-612. 
(4) 大場健吉･杉山豊樹･三浦千明･森崎やよい(1977)：生分解過程における LAS の魚毒性、日本水産学会誌、43(8)：

1001-1008. 
（5）環境庁（1998）：平成 9 年度環境庁委託結果報告書 水質環境基準検討調査 (界面活性剤の水環境に及ぼす影響に

関する調査) 
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*1：アルファドデカンから誘導されたアルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム 
*2：フェニルウンデカン酸二ナトリウム（異性体混合物） 

 

出典） 

Swisher R. D., J. T. O’rourke and H. D.Tomllnson (1964)： Fish bioassays of linear alkylate sulfonates (LAS) and intermediate 

biodegradation products Journal of the American Oil Chemists' Society 41 (11): 746-752 より作成 

 

 

 

  

 C12 LAS*1 C12 スルホフェニルカルボン酸*2 

24 時間での半数致死濃度 3.1 120 

48 時間での半数致死濃度 3.0 75 

96 時間での半数致死濃度 3.0 75 

（参考１）スルホフェニルカルボン酸の毒性について 

 

別表 1  Standard Median Tolerance Limits 標準半数致死濃度（mg/L,ブルーギル幼魚） 
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（参考２）商用 LAS に使用される同族体と異性体の割合について 

A社 A社 B社 

別表 2：合成洗剤に使用されている LAS の同族体と異性体の割合 


